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外交史料館ニュース

外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス

一
、
外
交
記
録
公
開

「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」（
平
成
二
四
年
外
務
省
訓
令
第
一
九
号
）
に
基
づ
き
、

平
成
二
五
年
内
に
以
下
の
と
お
り
外
交
記
録
公
開
を
実
施
し
た
（
対
象
フ
ァ
イ
ル
の
目

録
お
よ
び
概
要
は
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）。

①
一
月
三
一
日　
　
　

通
常
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル　

一
〇
〇
一
冊

②
三
月
七
日　
　
　
　

特
別
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル　
　
　

五
二
冊

③
三
月
二
九
日　
　
　

通
常
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル　

一
〇
〇
二
冊

④
五
月
三
一
日　
　
　

通
常
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル　
　

八
一
〇
冊

⑤
七
月
三
一
日　
　
　

通
常
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル　
　

六
一
三
冊

⑥
九
月
三
〇
日　
　
　

通
常
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル　
　

六
二
六
冊

⑦
一
〇
月
三
〇
日　
　

特
別
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル　
　
　

九
二
冊

⑧
一
一
月
二
九
日　
　

通
常
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル　
　

六
八
四
冊

な
お
、
特
別
審
査
対
象
フ
ァ
イ
ル
の
公
開
で
は
、
継
続
的
に
公
開
し
て
い
る
沖
縄
返

還
交
渉
、
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
、
第
一
回
主
要
国
首
脳
会
議
（
ラ
ン
ブ
イ
エ
・

サ
ミ
ッ
ト
）
の
ほ
か
、国
連
軍
の
地
位
協
定
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
が
初
め
て
公
開
さ
れ
た
。

二
、
所
蔵
記
録
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
施

平
成
二
四
年
度
よ
り
、「
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
第
一
五
条
第
一
項
（
国
立

公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
第
二
五
条
の
規
定
に
よ
り
廃

棄
さ
れ
る
に
至
る
場
合
を
除
き
、
永
久
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
の
履
行
を
目

的
と
し
て
、
利
用
の
た
め
の
所
蔵
記
録
の
代
替
化
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
お
よ
び
デ

ジ
タ
ル
化
）
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
四
年
度
は
、昭
和
戦
前
期
外
務
省
記
録
Ｍ
門
（
官
制
、官
職
）
の
前
半
部
分
（
分

類
番
号M

.1.1.0.1

第
一
巻
〜M

.2.2.0.1-3-3

第
四
巻
）
を
対
象
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
化
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
た
。

三
、
展
示

平
成
二
四
年
一
一
月
五
日
か
ら
二
五
年
七
月
一
七
日
ま
で
、こ
れ
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
き
た
「
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
」
の
中
か
ら
幾
つ
か
の
質
問
を
選
ん
で
関
連

史
料
を
展
示
し
た「
外
交
史
料
館
に
聞
い
て
み
よ
う
！『
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
』展
」を
行
っ
た
。

ま
た
、
平
成
二
五
年
七
月
二
二
日
か
ら
二
六
年
五
月
八
日
ま
で
、
特
別
展
示
「
日
本

と
ス
ペ
イ
ン
―
外
交
史
料
に
見
る
交
流
史
―
」
を
開
催
中
で
あ
る
（
両
展
示
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
本
号
所
収
の
記
事
を
参
照
）。

四
、
連
携
展
示

平
成
二
五
年
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
一
八
日
ま
で
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
、

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
お
よ
び
当
館
の
三
館
に
よ
る
連
携
展
示
「
近
代
国
家
日
本
の
登

場
―
公
文
書
に
み
る
明
治
―
」
を
開
催
し
た
。
当
館
は
、
明
治
初
期
の
近
隣
外
交
、
条

約
改
正
交
渉
、
条
約
改
正
の
達
成
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
関
す
る
項
目
の
展
示
を

担
当
し
、
明
治
期
日
本
の
外
交
活
動
を
紹
介
し
た
。

五
、
第
一
二
回
外
交
文
書
編
纂
者
国
際
会
議
（
二
〇
一
三
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
）
へ
の

　
　

参
加

平
成
二
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
第
一
二
回
外
交
文
書
編
纂
者
国
際
会
議
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）

が
ス
イ
ス
の
主
催
に
よ
り
同
国
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

本
会
議
は
、
平
成
元
年
の
第
一
回
ロ
ン
ド
ン
会
議
以
来
、
隔
年
ご
と
に
各
国
の
外
交

文
書
編
纂
担
当
者
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
会
議
に
は
、
わ
が
方
を
は

じ
め
、
欧
米
諸
国
を
中
心
に
二
六
カ
国
の
外
交
文
書
担
当
者
な
ど
が
参
加
し
た
。



　
　

編　

集　

後　

記

こ
こ
に
『
外
交
史
料
館
報
』
第
二
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
で
は
、
平
成
二
五
年
三
月
二
二
日
に
外
交
史
料
館
講
堂
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
後
藤
乾
一
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
会
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

と
東
南
ア
ジ
ア
」
の
記
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
講
演
で
は
、
日
本
と
東
南
ア

ジ
ア
の
関
係
に
つ
き
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
「
南
進
」
の
加
速
化
、

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
占
領
政
策
等
に
着
目
し
考
察
す
る

と
共
に
、
占
領
期
を
め
ぐ
る
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
今
日
的
な
歴
史
認
識
に
つ
い

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ケ
ー
ス
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
九
月
二
〇
日
に
は
、
潘
亮
筑
波
大
学
准
教
授
を
お
迎
え
し
て
、
研

究
会
「
冷
戦
期
日
本
の
国
連
外
交
―
チ
ャ
ン
ス
と
ジ
レ
ン
マ
の
狭
間
で
―
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
研
究
会
で
は
、
冷
戦
期
日
本
の
国
連
外
交
の
意
義
や
問
題
点
に

つ
い
て
、
日
本
が
い
か
に
国
連
を
通
じ
て
自
国
の
政
策
目
標
を
追
い
求
め
、
国
連

内
に
お
い
て
影
響
力
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
等
、
具
体
的
事
例
を
取
り
上

げ
つ
つ
考
察
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
号
で
は
、
波
多
野
澄
雄
編
纂
委
員
長
に
よ
る
論
文
「
沖
縄
返
還
と
台

湾
・
韓
国
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
本
論
文
で
は
、
沖
縄
返
還
交
渉
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
台
湾
・
韓
国
に
よ
る
沖
縄
の
基
地
機
能
低
下
へ
の
懸
念
が
ど
の
よ
う
に
受

け
と
め
ら
れ
、
六
九
年
一
一
月
の
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
と
関
連
声
明
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
等
に
つ
き
、
外
務
省
が
近
年
公
開
し
た
外
交
記
録
に

依
拠
し
つ
つ
論
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
服
部
龍
二
編
纂
委
員
は
「
大
平
・
蔣
介
石
・
沈
昌
煥
会
談
記
録
―
一
九

六
四
年
七
月
」
と
題
し
て
、外
交
記
録
「
大
平
外
務
大
臣
中
華
民
国
訪
問
関
係
（
一

九
六
四
・
七
）」
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
た
史
料
、
大
平
・
蔣
会
談
お
よ
び
大
平
・
沈

会
談
の
記
録
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
二
五
年
三
月
の
『
日
本
外
交
文
書　

第
二
次
欧
州
大
戦
と
日

本
』シ
リ
ー
ズ
全
三
冊
の
刊
行
完
了
に
ち
な
み
、同
シ
リ
ー
ズ
の
編
纂
に
か
か
わ
っ

た
担
当
者
が
、
所
収
文
書
か
ら
見
た
欧
州
大
戦
へ
の
日
本
の
対
応
方
針
に
つ
き
座

談
会
形
式
で
考
察
し
た
記
事
や
、『
日
本
外
交
文
書　

第
二
次
欧
州
大
戦
と
日
本

第
二
冊　

大
戦
の
諸
相
と
対
南
方
施
策
』
の
概
要
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
二
五
年
に
当
館
別
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
・
特
別
展
示
の
解
説
記
事
、
独
立

行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
お
よ
び
当
館
の
三
館
に
よ
る

連
携
展
示
「
近
代
国
家
日
本
の
登
場
―
公
文
書
に
み
る
明
治
」
に
つ
い
て
の
報
告
、

さ
ら
に
黒
田
瑞
大
館
長
代
理
が
当
館
別
館
図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
吉
田
茂
元

総
理
の
蔵
書
を
紹
介
し
た
エ
ッ
セ
イ
な
ど
も
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
号
刊
行
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
読
者
の
み
な
さ
ま
の
今
後
よ
り
一
層
の
ご

教
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
掲
載
論
文
な
ど
の
論
旨
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
っ
て
、
外
務
省

の
公
式
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
戦
前
期
に
使
用
さ
れ
た
一
部
用

語
を
歴
史
的
用
法
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。〉

外
交
史
料
館
報　

第
二
十
七
号

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

編
集
発
行　

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
都
港
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麻
布
台
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―
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―
三

電
話　

〇
三
―
三
五
八
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―
四
五
一
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印　
　

刷　

東
京
都
大
田
福
祉
工
場

東
京
都
大
田
区
大
森
西
二
―
二
二
―
二
六


